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ガザ虐殺に加担するな!
１２／１ 伊藤忠とＮＡＳ抗議行動

伊藤忠アビエーションとＮＡＳ（日本エヤークラフトサプライ）
はイスラエル軍事企業＝｢エルビット･システムズ｣と締結した
「武器の生産･販売覚書」を直ちに撤回せよ！

12 月１日、動労千葉と改憲・戦争阻止大行進、全国労組交流
センターは、伊藤忠アビエーションと日本エヤークラフトサプ

ライに対する申し入れ・抗議行動を１２０人で行った。

（次頁につづく）

伊藤忠アビエーション社前

2024年動労千葉団結旗開きへ！
動労千葉は、２０２４年団勝旗開きを新年１月６日に開催

する。来年は、文字通り歴史の岐路となる年となろうとして

いる。世界中で戦火がたえない状況は世界戦争の危機をはら

み、労働者は物価高騰と大増税にあえぎ、社会は人間が生き

ていくのに必要な基盤がすべて崩壊しようとしている。労働

組合がいかに闘うのかが問われている。

動労千葉はこうしたなか来年３月 30 日、結成 45 周年を迎
える。この時代を迎え撃つ闘いを旗開きから開始しよう！

２０２４年団結旗開き

１月６日(土）１３時 千葉市･ＤＣ会館



｢
死
の
商
人｣

と
取
引大

虐
殺
に
加
担

３
月
に
千
葉
で
開
催
さ
れ
た
武
器
見
本
市

に
お
い
て
両
社
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
悪
名
高

い｢

死
の
商
人｣
＝
国
際
的
軍
事
企
業｢

エ
ル
ビ

ッ
ト･

シ
ス
テ
ム
ズ｣
と
、<

武
器
部
品
の
生
産

･

販
売
に
関
す
る
協
力
覚
書>

を
締
結
し
た
。

エ
ル
ビ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
ズ
と
の
契
約
は
、

い
ま
目
の
前
で
行
わ
れ
て
い
る
ガ
ザ
虐
殺
へ

の
加
担
そ
の
も
の
だ
。

岸
田
政
権
も
、
上
川
外
相
が

月
冒
頭
に

11

イ
ス
ラ
エ
ル
を
訪
問
し
て
、
ガ
ザ
虐
殺
を
一

言
も
非
難
す
る
こ
と
も
な
く
「
連
帯
」
を
表

明
し
固
い
握
手
を
交
わ
し
た
。
ガ
ザ
虐
殺
の

共
犯
者
と
し
て
の
姿
を
む
き
出
し
に
し
て
い

る
。
絶
対
に
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

伊
藤
忠
は
逃
亡

武
器
販
売
促
進
の
契
約
を
行
っ
た
伊
藤
忠

ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
会
社
の
あ
る
４
階

の
電
気
は
消
さ
れ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
停
止

し
て
い
た
。
完
全
に
逃
亡
し
た
の
だ
。
武
器

生
産
と
保
守
管
理
を
契
約
し
た
日
本
エ
ヤ
ー

ク
ラ
フ
ト
サ
プ
ラ
イ
は
、
受
け
取
り
に
出
て

き
た
が
、
回
答
書
の
要
求
に
ま
っ
た
く
答
え

な
か
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
企
業
は
イ
ス
ラ
エ

ル
の
銃
火
器
メ
ー
カ
ー
と
も
技
術
提
携
を
結

ん
で
い
る
。

パ
レ
ス
チ
ナ
労
働
者
の
必
死
の
訴
え

パ
レ
ス
チ
ナ
労
働
組
合
が
、
全
世
界
の
労

働
者
に
向
け
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
武
器
輸

出
を
阻
む
た
め
に
闘
う
こ
と
を
必
死
に
訴
え

て
い
る
。
世
界
各
地
で
は
軍
事
企
業
を
ス
ト

ラ
イ
キ
や
デ
モ
で
実
力
包
囲
す
る
闘
い
、
武

器
運
搬
の
た
め
の
荷
役
積
み
込
み
を
阻
止
す

る
闘
い
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

・

労
働
者
集
会
で
、
「
岸
田
政
権
の
イ

11

19

ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
支
援
、
武
器
供
与
、
資

金
援
助
を
止
め
る
た
め
に
闘
い
に
た
ち
あ
が

る
」
と
い
う
「
パ
レ
ス
チ
ナ
連
帯
決
議
」
が

集
会
参
加
者
全
体
で
確
認
さ
れ
た
。

・
１

12

抗
議
行
動
を
出
発
点
に
、
さ
ら
に
闘
い
を
拡

大
し
て
い
こ
う
。

＊
こ
の
日
の
行
動
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
武
器
・資

金
の
提
供
を
止
め
る
よ
う
呼
び
か
け
る
「Work

er

s
in
P
alestine

（
パ
レ
ス
チ
ナ
の
労
働
者
）」の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
。

ＮＡＳ社前

伊藤忠アビエーション社前



◇
５
人
が
証
言

月

日
、

歳
以
降
の
雇
用
延
長
拒
否

11

22

65

・
動
労
千
葉
排
除
を
め
ぐ
る
裁
判
が
千
葉
地

裁
で
行
わ
れ
た
。
今
回
の
裁
判
で
は
、
組
合

側
か
ら
関
委
員
長
、
渡
辺
書
記
長
、
山
田
護

特
別
執
行
委
員
、
山
田
繁
幸
特
別
執
行
委
員
、

会
社
側
か
ら
Ｃ
Ｔ
Ｓ
笹
本
総
務
部
長
が
証
言

し
た
。

◇
２
月

日
に
判
決

21

笹
本
総
務
部
長
は
証
言
で
、
交
渉
の
中
で

Ｃ
Ｔ
Ｓ
が
い
か
に
回
答
し
た
か
具
体
的
に
は

「
分
か
ら
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｔ
Ｓ

は
現
場
労
働
者
に
は
「
管
理
者
も
雇
え
な
い

か
ら
、

歳
以
降
は
現
場
も
雇
用
で
き
な
い
」

65

と
い
う
形
で
諦
め
さ
せ
て
お
き
な
が
ら
、
自

分
た
ち
だ
け
は
こ
っ
そ
り
隠
れ
て
都
合
よ
く

雇
用
延
長
を
し
よ
う
と
し
た
。
そ
う
し
た
実

態
を
明
ら
か
に
せ
ず
に
、
裁
判
長
は
結
審
を

強
行
し
た
。
判
決
日
は
来
年
２
月

日

時

21

13

分
と
決
定
さ
れ
た
。

10
今
回
、
証
言
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事
実
か

ら
も
、
Ｊ
Ｒ
・
Ｃ
Ｔ
Ｓ
が
動
労
千
葉
排
除
の

た
め
に

歳
以
降
の
雇
用
を
拒
否
し
て
い
る

65

こ
と
は
は
っ
き
り
し
た
。

裁
判
所
は

歳
以
降
の

65

雇
用
を
認
め
る
判
決
を

出
せ
！

雇
用
延
長
を

か
ち
と
る
ま
で
断
固
闘

お
う
！

＊

＊

＊

冒
頭
に
証
言
に
た
っ
た

渡
辺
書
記
長
は
、
Ｃ
Ｔ

Ｓ
が
団
交
で
ど
の
よ
う

に
回
答
し
て
き
た
か
、

そ
の
不
当
性
を
証
言
で

明
ら
か
に
し
た
。

続
い
て
、
Ｃ
Ｔ
Ｓ
笹
本
総
務
部
長
の
証
言

が
行
わ
れ
た
。
主
尋
問
で
は
「

歳
以
降
の

65

エ
ル
ダ
ー
の
雇
用
は
原
則
断
っ
て
い
た
」
「
要

員
不
足
は
な
い
」
「
所
長
の
雇
用
延
長
に
つ
い

て
、
組
合
に
は
十
分
に
説
明
し
た
」
「
誠
実
に

謝
罪
し
た
」
な
ど
と
主
張
し
た
。
こ
の
ウ
ソ

と
ご
ま
か
し
を
反
対
尋
問
で
暴
い
て
い
っ
た
。

山
田
繁
幸
特
別
執
行
委
員
は
、
千
葉
事
業

所
で
は
欠
勤
者
の
穴
埋
め
で
担
当
替
え
が
起

こ
っ
た
り
、
休
勤
で
の
呼
び
出
し
が
行
わ
れ

た
り
す
る
な
ど
、
常
に
要
員
不
足
で
あ
っ
た

実
態
を
証
言
し
た
。

山
田
護
特
別
執
行
委
員

は
、
外
注
化
反
対
闘
争
で

年
以
上
に
わ
た
っ
て
検

12修
・
構
内
業
務
の
全
面
外

注
化
を
阻
止
し
、
そ
の
闘

い
の
中
で
組
織
拡
大
を
実

現
し
て
き
た
闘
い
の
歴
史

を
語
っ
た
。
こ
う
し
た
闘

い
を
Ｊ
Ｒ
・
Ｃ
Ｔ
Ｓ
が
ど

れ
だ
け
敵
視
し
、
山
田
前

支
部
長
を
嫌
悪
し
て
き
た

か
。
だ
か
ら
こ
そ
、
山
田

前
支
部
長
の

歳
以
降
の

65

雇
用
が
問
題
に
な
る
直
前

に
な
っ
て
、
同
じ
職
場
で

あ
る
上
回
り
で

歳
以
降
雇
用
さ
れ
て
い
た

65

ベ
テ
ラ
ン
労
働
者
６
名
の
契
約
を
一
度
に
打

ち
切
っ
た
の
だ
と
証
言
し
た
。
そ
し
て
、
証

言
の
最
後
に
は
、
「
現
場
の
雇
用
は
拒
否
し
て

お
い
て
、
管
理
者
が
自
分
た
ち
だ
け
雇
用
を

延
長
し
て
い
る
現
状
は
許
せ
な
い
」
と
怒
り

を
た
た
き
つ
け
た
。

最
後
に
証
言
に
た
っ
た
関
委
員
長
は
、
分

割
・
民
営
化
反
対
闘
争
、
外
注
化
阻
止
闘
争

な
ど
動
労
千
葉
の
闘
い
の
歴
史
、
Ｊ
Ｒ
が
常

に
動
労
千
葉
を
敵
視
し
て
き
た
歴
史
を
語
っ

た
。

歳
以
降
雇
用
延
長
裁
判

証
人
尋
問
闘
争

65Ｊ
Ｒ
・
Ｃ
Ｔ
Ｓ
の
雇
用
拒
否
・動
労
千
葉
排
除
の
不
当
性
が
明
ら
か
に



月

日
、
「
米
坂
線
早
期
復
旧
と
地
域

11

26

の
活
性
化
を
考
え
る
会
」
（
略
称
は
「
米
坂
線

復
旧
を
考
え
る
会
」
）
の
結
成
集
会
が
、
沿
線

住
民
を
中
心
と
す
る
参
加
者

名
で
勝
ち
取

65

ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
８
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
米
坂
線

が
寸
断
さ
れ
、
そ
の
う
ち
現
在
も
今
泉
〜
坂

町
間
が
不
通
と
な
り
、
バ
ス
代
行
を
行
っ
て

い
ま
す
。

地
元
の
諦
め
を
誘
っ
て
い
る

Ｊ
Ｒ
は
１
年
４
か
月
が
経
過
し
て
も
、
い

ま
だ
に
復
旧
工
事
を
始
め
て
い
ま
せ
ん
。
災

害
を
奇
貨
と
し
て
、
復
旧
を
明
言
せ
ず
、
地

元
負
担
を
ち
ら
つ
か
せ
て
、
そ
れ
が
嫌
な
ら

廃
線
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
Ｊ
Ｒ
東
は
、
内
部
留
保
を
２
兆

８
千
億
円
近
く
た
め
込
み
、
そ
の
わ
ず
か
０

・
３
％
で
米
坂
線
復
旧
費
用
（

億
円
）
が

86

賄
え
る
の
に
、
時
間
稼
ぎ
を
し
て
地
元
の
諦

め
を
誘
っ
て
い
る
と
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

本
当
に
許
せ
な
い
で
す
。

署
名
運
動
と
会
員
の
拡
大

動
労
総
連
合
・
新
潟
は
昨
年
来
、
米
坂
線

沿
線
の
住
民
に
働
き
か
け
て
、
廃
線
反
対
の

運
動
で
Ｊ
Ｒ
に
早
期
復
旧
を
迫
ろ
う
と
訴
え

て
き
ま
し
た
。
こ
の
日
に
結
成
と
な
り
、
規

約
、
役
員
体
制
や
活
動
方
針
を
参
加
者
全
員

で
決
め
ま
し
た
。
会
の
活
動
と
し
て
は
、
早

期
復
旧
を
求
め
る
署
名
運
動
と
会
員
の
拡
大
、

Ｊ
Ｒ
や
県
知
事
、
自
治
体
へ
の
申
し
入
れ
を

決
め
ま
し
た
。

戦
争
の
で
き
る
国
家
改
造
計
画

Ｊ
Ｒ
東
は

月

日
、
ロ
ー
カ
ル
線
の
赤

11

21

字
問
題
を
マ
ス
コ
ミ
発
表
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
赤
字
路
線
を
こ
と
さ
ら
強
調
す
る
一
方
、

黒
字
線
区
や
黒
字
額
は
ふ
せ
て
い
ま
す
が
、

政
治
的
な
意
図
を
感
じ
ま
す
。

さ
ら
に
、
羽
越
線
の
村
上
〜
鶴
岡
間
の
赤

字
が
年
間

億
円
と
米
坂
線
以
上
で
あ
り
な

49

が
ら
、
廃
線
の
対
象
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
、
特
に
軍
事
輸
送
（
一
昨
年
９
月
の
陸

上
自
衛
隊
の
輸
送
訓
練
に
羽
越
線
を
使
い
ま

し
た
）
の
た
め
の
線
路
と
し
て
羽
越
線
を
位

置
づ
け
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
線
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
、
戦
争

の
で
き
る
国
家
改
造
計
画
へ
と
進
め
さ
せ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
貴
重
な
財
産
で
あ

り
、
公
共
交
通
を
必
要
と
す
る
学
生
や
お
年

寄
り
に
と
っ
て
な
く
て
な
ら
な
い
米
坂
線
を

「
赤
字
だ
か
ら
」
と
言
っ
て
廃
線
し
よ
う
と

す
る
の
は
言
語
道
断
で
す
。

結
成
総
会
で
は
、
地
域
の
か
け
が
え
の
な

い
財
産
で
あ
り
、
春
夏
秋
冬
の
風
光
明
媚
な

地
域
を
走
る
米
坂
線
の
早
期
復
旧
を
求
め
る

声
が
数
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
住
民
が

主
体
と
な
り
、
活
動
を
始
め
る
な
ら
ば
、
廃

線
を
ゆ
る
さ
ず
、
復
旧
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
確
信
し
ま
し
た
。

（
動
労
総
連
合
新
潟
）

「
米
坂
線
復
旧
を
考
え
る
会
」
結
成
さ
れ
る

【村上新聞 12-02 】「米坂線早期復旧と地域活性化を考える
会」 地域住民が結成集会、会長に野田尚道さん、署名１万
筆目標に



回
目
を
迎
え
た

・

全
国
労
働
者
総

26

11

19

決
起
集
会
。
そ
の
一
足
先
に
韓
国
で
は
、
「
ユ

ン
・
ソ
ン
ニ
ョ
ル
政
権
退
陣
！
チ
ョ
ン
・
テ

イ
ル
烈
士
精
神
継
承
全
国
労
働
者
大
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
故
・
中
野
顧
問
が
日
韓
の
国
際
連

帯
交
流
を
切
り
拓
い
て

年
。
こ
れ
ま
で
の

20

民
主
労
総
ソ
ウ
ル
本
部
と
の
交
流
で
た
く
さ

ん
の
労
働
者
と
出
会
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
闘
争

に
連
帯
し
共
に
闘
い
続
け
て
き
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
中
止
、
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
３
年

間
を
補
う
べ
く
、
関
委
員
長
を
先
頭
に
８
名

が
訪
韓
闘
争
に
参
加
し
た
。

月

日
鉄
道
労
組
訪
問

11

10

ま
ず
、
鉄
道
労
組
ソ
ウ
ル
地
方
本
部
を
訪

問
し
た
。
カ
ン
・
ジ
ョ
ン
ナ
ム
本
部
長
は
、

分
割
・
民
営
化
、
不
当
解
雇
攻
撃
や
外
注
化

攻
撃
が
今
、
韓
国
で
起
き
て
お
り
「
民

営
化
と
構
造
調
整
を
通
し
て
労
働
者

に
犠
牲
を
転
嫁
す
る
ユ
ン
・
ソ
ン
ニ

ョ
ル
政
権
に
対
し
、
９
月
に
６
日
間

の
ゼ
ネ
ス
ト
を
闘
い
抜
い
た
。
今
は

鉄
道
産
業
発
展
基
本
法

条
（
鉄
道
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の
運
営
と
維
持
・
保
守
を
分
離
す
る
）

改
正
を
阻
止
す
る
た
め
に
闘
っ
て
い

る
。
ス
ト
ラ
イ
キ
も
辞
さ
ず
、
あ
ら

ゆ
る
共
闘
を
訴
え
、
地
域
の
労
働
者

と
一
つ
に
な
っ
て
団
結
し
て
闘
う
」

と
表
明
し
た
。

動
労
千
葉
か
ら
は
関
委
員
長
が
、

「
国
は
違
え
ど
、
同
じ
鉄
道
労
働
者

の
仲
間
で
あ
り
、
団
結
し
た
日
韓
労

働
者
の
連
帯
で
共
に
闘
っ
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

ま
た
、
解
雇
撤
回
を
闘
う
１
０
４

７
名
の
当
該
で
あ
る
中
村
副
委
員
長
の
参
加

を
紹
介
し
た
。
国
鉄
分
割
・
民
営
化
が
日
本

に
お
け
る
新
自
由
主
義
の
始
ま
り
で
あ
り
、

２
１
０
０
万
人
の
非
正
規
職
を
生
み
出
し
た

こ
の
攻
撃
に
対
し
、
労
働
者
は
一
つ
と
い
う

理
念
で
正
規
・
非
正
規
を
超
え
団
結
し
闘
い

続
け
る
事
を
誓
っ
た
。

続
い
て
、
鉄
道
労
組
中
央
本
部
を
訪
問
。

２
月
に
行
わ
れ
た
国
鉄
集
会
に
当
時
、
ソ
ウ

ル
地
本
本
部
長
と
し

て
参
加
さ
れ
た
チ
ェ

・
ミ
ョ
ン
ホ
委
員
長

に
再
会
し
た
。

チ
ェ
・
ミ
ョ
ン
ホ

委
員
長
は
、
就
任
当

初
よ
り
継
続
し
た
民

営
化
反
対
闘
争
を
展

開
し
て
い
る
。
日
本

の
民
営
化
反
対
闘
争

に
応
え
る
た
め
に

も
、
韓
国
の
民
営
化

攻
撃
に
勝
利
す
る
と

宣
言
し
た
。
場
所
を

変
え
た
交
流
会
で

は
、
言
葉
の
壁
を
お

互
い
に
克
服
し
親
睦

を
深
め
た
。

日韓連帯２０周年

２０２３訪韓闘争



月

日
全
国
労
働
者
大
会

11

11

全
国
労
働
者
大
会
に
参
加
。
ソ
ウ
ル
西
大

門
歴
史
交
差
点
に
ス
テ
ー
ジ
を
設
置
し
、
そ

こ
に
結
集
す
る
人
の
数
、
労
組
旗
の
数
に
は

圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り
。
老
若
男
女
が
集
い
そ

れ
ぞ
れ
が
政
権
打
倒
、
労
働
者
民
衆
が
主
人

公
の
世
の
中
を
作
ろ
う
と
声
高
に
叫
び
、
拳

を
上
げ
る
。
「
団
結
・
闘
争
」
を
合
言
葉
に
、

ソ
ウ
ル
龍
山
大
統
領
執
務
室
と
ソ
ウ
ル
雇
用

労
働
庁
方
向
に
デ
モ
行
進
を
展
開
し
た
。
ソ

ウ
ル
市
庁
前
で
総
括
集
会
を
行
い
、
こ
の
日

の
闘
い
を
終
え
た
。

月

日

11

12

記
念
行
事
・
理
念
交
流
会

民
主
労
総
ソ
ウ
ル
本
部
大
講
堂
に
お
い
て
、

「
韓
日
国
際
交
流
事
業

周
年
記
念
行
事
」

20

お
よ
び
理
念
交
流
会
が
開
催
さ
れ
た
。

日
本
各
地
か
ら
の
訪
韓
団
と
、
韓
国
・
民
主

労
総
ソ
ウ
ル
地
域
本
部
、
鉄
道
労
組
ソ
ウ
ル

地
本
・
中
央
本
部
、
金
属
労
組
旭
硝
子
非
正

規
職
支
会
等
多
く
の
仲
間
が
結
集
し
た
。
ま

た
、
訪
韓
闘
争
に
参
加
し
て
い
た
ド
イ
ツ
機

関
士
労
組
の
仲
間
も
合
流
し
た
。

冒
頭
、
記
念
式
で
は
国
際
連
帯20

周
年
を

喜
び
合
い
、
日
韓
の
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い

さ
つ
。
今
後
も
連
帯
を
絶
や
す
こ
と
な
く
進

も
う
と
確
認
し
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
理
念
交

流
会
で
は
、
「
東
ア
ジ
ア
お
よ
び
世
界
情
勢
と

反
戦
・
反
核
、
労
働
弾
圧
の
闘
い
や
民
営
化

の
闘
い
」
に
対
す
る
提
起
を
韓
日
双
方
が
行

い
、
そ
の
後
、
闘
争
課
題
共
同
宣
言
を
発
表

し
た
。

労
働
者
、
労
働
組
合
を
蔑
ろ
に
し
、
民
営

化
・
非
正
規
職
化
が
進
ん
だ
先
は
今
の
日
本

の
現
実
だ
。
戦
争
が
ひ
と
た
び
起
き
れ
ば
、

銃
を
向
け
あ
う
の
は
労
働
者
民
衆
だ
。
戦
争

を
止
め
る
力
は
国
境
を
超
え
た
労
働
者
の
団

結
し
た
力
に
あ
る
事
を
参
加
者
全
体
で
確
認

し
、
理
念
交
流
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

最
後
の
夕
食
会
で
は
、
会
場
全
体
が
一
体

化
し
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
肩
を
組
み
、
拳

を
上
げ
歌
を
唄
い
、
さ
ら
な
る
団
結
を
深
め

る
場
と
な
っ
た
。


